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富本憲吉の羊歯模様は
どのように生み出されたのか

時間 ／ 13:30 ～ 15:00（開場は 13：00）

講師 ／ 鈴木 武 氏 （兵庫県立大学講師・
　　　　  兵庫県立人と自然の博物館研究員）

会場 ／ 兵庫陶芸美術館 研修棟 1階 セミナー室 

写真 （上から）

富本憲吉 《赤絵羊歯模様大角陶板》 1935 年 奈良県立美術館

富本憲吉 《素描 ( 羊歯 )》 1910 ～ 1920 年代 京都市立芸術大学芸術資料館

富本憲吉 《色絵金彩羊歯模様大飾壺》 1960 年 京都国立近代美術館



日　時／ 2月 5日 ( 土 )13:30 ～ 15:00（開場は 13:00）

講　師／鈴木武氏（兵庫県立大学講師・兵庫県立人と

　　　　 自然の博物館研究員）

会　場／兵庫陶芸美術館 研修棟 1階 セミナー室

定　員／ 110 名（事前申込制・先着順）

参加費／無料　※ただし、本展観覧券（当日半券可）が必要です

氏　名 申込人数
住　所

（市区町村まで）

連絡先

ご参加には事前にお申込みが必要です。チラシ下部の参加申込書
に必要事項をご記入のうえ、FAX もしくは郵送でお送りください。
お電話または当館ホームページからもお申込みいただけます。
※お申込後に人数変更・キャンセルされる場合は、必ずご連絡
ください。

◆お申込みについて

◆参加申込書｜2022 年 2月 5日（土） 記念講演会「富本憲吉の羊歯模様はどのように生み出されたのか」

[ お申込・お問合わせ先 ]
 兵庫陶芸美術館  学芸課
〒669-2135
兵庫県丹波篠山市今田町上立杭４
 TEL　079-597-3965　
 FAX　079-597-3967　
 HP　http://www.mcart.jp

特別展「やきものの模様－動植物を中心に－」関連事業

　本展は、アートをサイエンスから切り込んだ初めての展覧会です。今回出品されている、富本憲吉の
羊歯模様のやきものは、一見デザイン化された文様のようにみえます。ところが、これらは自生する植物
をデッサンし、生み出されたものです。シダ植物の研究者である鈴木武氏は、富本の羊歯模様に関心
を持ち、サイエンスの眼で見つめました。そして、モデルとなったシダ植物は、今まで考えられていた
「ゼンマイ」ではなく、「シシガシラ」と考えるに至りました。講演会では、シダの標本から、富本憲吉の
羊歯模様が完成するまでの道のりを解き明かしていただきます。

1962年千葉県生まれ。1986年東京大学理学部

卒業、1991 年同大学大学院博士課程単位取得

退学。博士（理学）。 兵庫県教育委員会自然系

博物館準備室技術職員を経て、兵庫県立大学

自然・環境科学研究所 講師（県立人と自然の

博物館 研究員を兼務）。専門は植物分類学（シ

ダ植物）。市民参加型調査として、タンポポ、

カタツムリ、ダンゴムシ、野生ネズミなども

調査するとともに、動植物をモチーフとした

アート作品を私的に収集している。主な著書

は「維管束植物の進化と系統」（共訳）など。

鈴木 武 （すずき・たけし）

＊新型コロナウイルス感染拡大等によって、変更・中止となる場合があります。お申込み時に記入された連絡先（電話・FAX・メール
のいずれか）にお知らせしますので、必ず日中に連絡のとりやすい連絡先を、お間違いのないようご記入ください。

【個人情報の取扱い】本参加申込に係る個人情報は、お客様への「当館からの連絡・お知らせ」と、新型コロナウイルス感染拡大防止に必要な場合の

関係機関への情報提供のみに活用し、これらの目的以外には使用しません。
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